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6
月
2
2
日
松
代
町
議
会
第
2
回
定
例

会
が
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
9
件
の
案
件
が
付
議
・
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
事
項

　
昭
和
52
年
度
産
米
政
府
買
入
価
格
な

　
ら
び
に
農
業
経
営
発
展
の
基
本
施
策

　
の
確
立
等
に
関
す
る
請
願
書
の
提
出
。

　
（
6
0
晦
当
り
米
価
2
万
円
以
上
等
の

　
請
願
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
）

報
告
事
項

第
1
号

　
産
業
経
済
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
（
室
野
・
粒
山
線
な
ど
8
箇
所
の
農

　
業
用
施
設
災
害
調
査
報
告
が
あ
り
、

　
そ
の
復
旧
促
進
の
た
め
の
予
算
が
計

　
上
さ
れ
ま
し
た
。
）

第
2
号

　
建
設
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
（
池
之
畑
・
小
屋
丸
線
な
ど
4
0
箇
所

　
に
つ
い
て
現
年
発
生
災
害
に
よ
る
道

　
路
関
係
復
旧
箇
所
現
地
調
査
の
報
告

　
が
あ
り
、
復
旧
の
た
め
の
予
算
が
計

　
上
さ
れ
ま
し
た
。
）

第
3
号

　
昭
和
51
年
度
松
代
町
継
続
費
繰
越
計

　
算
書
に
つ
い
て
。

　
（
統
合
中
学
校
建
設
費
の
繰
越
計
算
）

議
第
－
号

　
昭
和
52
年
度
松
代
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
2
号
）

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
一
八
八
万

　
五
千
円
を
追
加
、
予
算
の
総
額
を
、

　
そ
れ
ぞ
れ
一
七
億
六
千
二
九
八
万
五

　
千
円
と
す
る
。

○
「
歳
入
」
主
な
も
の

　
農
林
業
費
補
助
金
二
六
〇
万
・
財
産

　
収
入
三
一
三
万
丹
・
総
繰
越
金
四
〇
八

　
万
円
・
臨
時
市
町
村
道
整
備
事
業
債

　
三
、
一
四
〇
万
円
。

○
「
歳
出
」
主
な
も
の

　
公
共
用
地
購
入
費
　
一
二
六
万
円

　
上
越
地
区
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー

　
　
建
設
事
業
費
　
　
一
〇
三
万
円

　
春
季
異
常
豪
雪
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
、
一
万
円

　
圃
場
・
赤
坂
地
区
測
量
試
験
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

　
駅
前
整
備
事
業
費
　
一
一
〇
万
円

　
建
設
機
械
運
営
費
　
二
〇
〇
万
円

　
公
営
住
宅
建
設
費
　
九
〇
五
万
円

　
統
合
中
学
校
用
水
道
布
設
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

　
町
単
独
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
六
八
万
円

　
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
三
万
円

議
第
2
号

　
昭
和
52
年
度
松
代
町
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

（
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇
万
円
を

　
追
加
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
六
、
四
五

　
三
万
円
と
す
る
。
）

議
第
3
号

　
昭
和
52
年
度
松
代
町
農
業
共
済
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

議
第
4
号

　
松
代
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
ξ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
5
号

　
昭
和
52
年
松
代
町
農
業
共
済
事
業
特

　
別
会
計
水
稲
・
蚕
繭
無
事
戻
金
に
つ

　
い
て
。

　
n
水
稲
共
済
無
事
戻
金

　
　
　
　
　
　
六
三
八
、
一
七
七
円

　
ラ
　
②
蚕
繭
共
済
無
事
戻
金

　
　
　
　
　
　
　
一
六
、
九
一
一
円

議
第
6
号

　
昭
和
5
1
年
度
松
代
町
農
業
共
済
事
業

　
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
（
収
入
ニ
ハ
千
四
九
八
万
八
千
四
六

　
八
円
6
支
出
・
六
千
四
三
七
万
七
干

　
二
二
一
円
、
、
差
引
剰
余
金
六
一
万
一

　
千
二
四
七
円
の
決
算
。
）

　
◇
水
稲
共
済
事
業
被
害
概
況

　
　
3
割
以
上
被
害
戸
数
　
八
四
〇
戸

　
　
　
　
　
（
前
年
5
0
年
は
五
二
戸
）

　
　
被
害
面
積
　
一
五
、
九
六
一
a

　
　
　
　
（
前
年
5
0
年
は
三
四
四
a
）

　
　
共
済
金

　
　
　
三
千
二
六
九
万
二
千
六
六
〇
円

議
第
7
号

　
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
変
更
に

　
つ
い
て
。

　
（
昭
和
50
年
～
図
年
度
の
振
興
計
画

　
に
52
年
新
規
に

・
町
道
改
良
事
業
と
し
て

　
下
山
・
居
村
線
　
　
L
三
七
九
m

　
室
野
・
大
門
橋
線
　
L
一
八
O
m

・
町
道
舗
装
事
業
と
し
て

　
仙
納
・
居
村
線
　
　
L
三
四
〇
m

　
蒲
生
・
名
平
・
寺
田
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
七
五
〇
m

　
松
代
・
海
老
・
東
山
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
二
九
五
m

。
集
落
圏
防
雪
対
策
事
業
と
し
で

　
除
雪
機
械
管
理
棟

　
　
　
R
C
2
F
三
〇
〇
㎡

　
駐
車
場
整
備
事
業
　
四
、
二
〇
〇
㎡

　
を
加
え
一
部
変
更
し
た
も
の
。
）

議
第
8
号

　
松
代
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
（
田
野
倉
・
斉
藤
竹
蔵
氏
を
委
員
に

　
任
命
す
る
こ
と
の
同
意
を
得
た
も
の
。
）

議
第
9
号
・

　
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
園
す
る
意

　
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
。

　
（
歯
舞
群
島
・
色
丹
島
・
国
後
島
及

　
び
択
捉
島
の
北
方
領
土
の
早
期
返
還

　
に
関
す
る
意
見
書
を
政
府
機
関
に
提

　
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
も
の
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n



不
良
気
象
と
稲
作

　
今
年
の
つ
ゆ
入
り
は
平
年
よ
り
二
日

早
く
、
昨
年
よ
り
五
日
遅
か
っ
た
が
、

そ
の
後
の
天
候
も
、
六
月
中
は
月
末
を

除
き
幾
分
低
温
気
味
で
、
日
照
不
足
の

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雨
量
は
つ
ゆ
時

期
と
し
て
は
少
な
い
方
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
月
末
現
在
の
稲
姿
は

草
丈
で
ほ
ぽ
平
年
並
、
茎
数
は
並
～
や

＼
多
目
で
、
出
穂
後
の
天
候
が
悪
く
な

け
れ
ば
、
作
柄
は
そ
う
心
配
な
い
よ
う

で
す
。

　
こ
の
広
報
が
届
く
頃
は
、
梅
雨
も
明

け
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は

春
以
来
稲
の
病
害
虫
の
発
生
は
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
い
も
ち

の
本
番
で
す
。
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
、
穂
肥
は
慎
重
に

　
早
生
の
穂
肥
は
大
体
済
ん
だ
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
中
生
、
と
く
に
倒
れ

易
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
穂
肥
は
こ
れ
か
ら

で
す
。

　
い
ま
の
と
こ
ろ
（
六
月
末
）
の
予
想

で
は
、
今
年
の
出
穂
は
大
体
平
年
並
の

予
想
で
す
。

　
穂
肥
は
、
普
通
の
品
種
で
出
穂
前
二

十
日
頃
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
場
合
は
出
穂
前
十
五
日
頃
で

す
。　

そ
れ
以
前
で
す
と
、
下
の
方
の
節
の

間
隔
が
伸
び
て
倒
れ
易
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
穂
肥
の
量
も
、
施
用
後
の
天
候

が
良
け
れ
ば
、
少
し
位
多
く
て
も
か
え

っ
て
増
収
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨
年
の
よ
う
な
不
良
天
候
に
な
る
と
穂

　
　
　
　
　
　
　

い
も
ち
が
多
発
し
た
り
、
倒
伏
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
穂
肥
を
や
る
場
合
は
、
自
分

の
稲
の
出
来
具
合
と
健
康
状
態
く
か
た
コ

さ
）
そ
れ
に
今
俊
の
天
気
予
報
を
十
分
、
・

検
討
の
上
、
幾
分
控
え
目
に
、
し
か
も

二
回
位
に
分
け
て
や
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

二
、
穂
い
も
ち
防
除
は
徹
底
的
に
「

』
．
松
代
の
轍
鶴
は
有
名
で
す
が
亭
こ
ゆ
．

・
よ
．
？
に
湿
気
が
多
い
喪
φ
糟
い
右
ち
病
究

芦
の
本
場
で
も
あ
り
ま
す
9
、
．
』
ー

．
昨
年
は
．
．
「
穂
い
も
ち
」
で
徹
底
的
に
．
、

や
ら
れ
、
大
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　三（

　
今
年
こ
そ
去
年
の
二
の
舞
を
踏
ま
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
は
葉
い
も
ち
の
病
菌
を
穂
に

移
行
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
葉
い
も
ち
病
の
あ
る
と
こ
ろ

は
、
出
穂
迄
に
完
全
に
防
除
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
穂
い
も
ち
に
対
す
る
第
一
回
の

防
除
は
、
部
落
共
同
で
早
生
種
の
出
穂

直
前
一
斉
に
防
除
し
な
い
と
効
果
が
あ

が
り
ま
せ
ん
。

　
二
回
目
は
穂
ぞ
ろ
い
期
に
、
三
回
目

は
穂
ぞ
ろ
い
十
日
後
に
粉
剤
を
散
布
し

て
下
さ
い
。

　
ま
た
粒
剤
の
場
合
は
残
留
毒
性
の
関

係
か
ら
規
制
が
あ
り
、
キ
タ
ジ
ン
P
粒

剤
は
刈
取
六
十
日
前
迄
に
一
回
限
り
、

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
は
出
穂
前
三
　
四
週
間

迄
に
二
回
（
葉
い
も
ち
防
除
も
含
め
て
）

し
か
散
布
出
来
な
い
の
で
、
こ
の
点
御

注
意
下
さ
い
。

三
、
カ
メ
ム
シ
対
策
に
も

　
　
　
　
　
　
　
ぬ
か
り
な
く

　
昨
年
産
米
に
は
、
町
内
の
各
地
の
米

に
斑
点
米
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
で
す
。

　
カ
メ
ム
シ
は
六
月
中
・
下
旬
田
の
あ

ぜ
や
、
ど
て
の
雑
草
の
中
に
産
卵
し
、

穂
が
出
る
と
稲
に
飛
来
し
て
加
害
し
ま

す
。
被
害
粒
が
発
生
す
る
と
、
千
粒
中

に
一
粒
あ
っ
て
も
三
等
以
下
、
八
粒
以

上
の
場
合
は
、
い
く
ら
米
が
良
く
て
も

規
格
外
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
防
除
方
法
や
詳
し
い
点
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
熟
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
カ
メ
ム
シ
の
生
息
す
る
田
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

、
鯛 　
囲
（
畦
畔
を
含
む
）
の
草
刈
り
を
丁

　
に
行
縦
生
息
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
出
穂
期
に
水
田
と
商
囲
の
畦
畔
に
．

薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
、
被
害
粒
の
出

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
汽
、
、
．
、
（
農
業
改
良
普
及
所
・
若
月
）

／

広
域
消
防
組
合
の

（2）

財
政
状
況
〃ま

　：

　3

　●
　●　［

　
1
9
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
上
越
地

域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
で
す
。

松
代
町
か
ら
二
、
八
九
八
万
円
の
負
担

金
が
出
て
い
ま
す
。

　
予
算
額
は
一
〇
億
五
〇
三
二
万
円
。

こ
れ
に
対
し
3
月
末
現
在
の
収
入
は
九

億
八
五
三
五
万
円
、
支
出
は
一
〇
億
一
、

一
二
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
入
の
お
も
な
も
の
は
、
各
市
町
村

の
負
担
金
が
九
億
三
、
〇
七
〇
万
円
、

財
産
収
入
一
、
四
七
七
万
円
、
繰
越
金

二
、
四
二
四
万
円
な
ど
。

　
支
出
で
は
、
消
防
署
員
の
給
料
、
北

消
防
署
の
新
築
移
転
な
ど
総
務
管
理
費

の
九
億
九
、
四
五
九
万
円
が
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
財
産
は
建
物
が
二
、

八
五
二
平
方
ブ
1
ト
ル
、
消
防
自
動
車

な
ど
42
台
、
．
基
金
が
四
億
八
一
七
万
円

有
価
証
券
二
五
〇
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
組
合
の
借
金
と
し
て
は
、
消

防
署
建
設
や
消
防
自
動
車
購
入
な
ど
の

た
め
に
し
た
七
、
四
七
七
万
円
が
残
っ

て
い
ま
す
。

▼磁憩《マ

○
毎
日
毎
日
が
　
火
災
予
防
運
動

　
命
を
守
る
火
の
始
末
丁

　
、
、
㌧
　
　
松
代
小
　
　
関
谷
　
徹

○
寝
ξ
前
は
　
必
ず
点
検
　
火
の
用
心

　
　
　
　
　
清
水
小
　
　
秋
山
久
美
子

○
め
ん
ど
う
く
さ
い
・
そ
の
一
言
が

　
火
事
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
孟
地
小
［
　
山
本
秀
樹

○
寝
た
ば
こ
用
心
　
火
の
用
心

　
　
　
　
　
孟
地
小
・
　
若
月
　
浩



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
　
　
⑳

脳
卒
中
予
防
に
つ
い
て

慢
性
食
塩
中
毒
か
ら
早
く
抜
け
出
そ
う
〃

　
出
稼
検
診
が
例
年
の
と
お
り
5
日
間

で
終
り
ま
し
た
。
対
象
者
一
、
〇
一
〇

人
の
う
ち
、
八
三
二
人
が
受
診
さ
れ
、

そ
の
う
ち
四
三
五
人
が
二
次
検
診
を
受

診
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
六
年
の
検
診
で
は
㍉
最
低
血

圧
一
〇
〇
以
上
の
人
が
四
六
人
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
二
八
人
と
少
く
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
服
薬
を
続
け
ら
れ

る
と
と
も
に
日
常
生
活
に
い
ろ
い
ろ
注

意
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
治
療
し
な
い
人

や
中
止
す
る
人
が
九
く
さ
ん
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
脳
卒
中
は
高
血
圧

の
土
台
に
何
か
の
キ
ッ
カ
ケ
が
あ
っ
て

起
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
に
塩
の
と
り
す
ぎ
が
あ
り

ま
す
。

　
夏
は
汗
を
か
く
か
ら
と
か
、
労
働
が

き
つ
い
か
ら
と
か
言
わ
れ
ま
す
。
確
か

に
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
一
日
3
デ
シ

リ
ッ
ト
ル
（
一
、
七
合
）
の
汗
を
出
し

て
も
塩
と
し
て
出
る
量
は
七
グ
ラ
ム
で
す
。

　
私
た
ち
は
小
さ
い
と
き
か
ら
塩
を
多

く
と
る
習
慣
の
中
に
育
っ
て
き
ま
し
た

の
で
塩
を
と
ら
な
け
れ
ば
労
働
が
出
来

な
い
と
い
う
先
入
観
念
が
非
常
に
強
い

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
に
食
堂
や
自
宅
で
も
味
を
見
な

い
う
ち
に
ソ
ー
ス
や
食
卓
塩
を
か
け
る

人
、
塩
コ
ブ
に
漬
物
が
な
い
と
ご
飯
を

食
べ
た
気
が
し
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
報
い
で
ど
れ
だ
け
命

を
縮
め
た
り
、
悲
惨
な
老
後
を
招
い
て

い
る
か
分
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
人
は
食
塩
中
毒
だ
と
弘
前
大
学

の
佐
々
木
教
授
は
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
理
的
に
必
要
な
塩
の
量

は
意
外
に
少
く
、
大
汗
を
か
く
重
労
働

で
な
い
限
り
一
日
2
～
3
グ
ラ
ム
で
十

分
な
こ
と
が
分
り
ま
す
。
5
グ
ラ
ム
以

上
は
と
り
す
ぎ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぱ
い
と
っ
て
も
、
余
計
な
も
の
は

尿
と
し
て
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
日
本
人
は
一
生
の
間
に
数
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
塩
を
排
泄
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
体
の
中
を
通
る

余
分
の
塩
は
循
環
器
系
に
悪
い
い
た
ず

ら
を
し
ま
す
。

L
　
塩
を
体
の
外
に
出
そ
う
と
し
て
、

　
体
内
の
水
分
が
ふ
え
そ
の
結
果
循
環

，
血
液
量
が
ふ
え
ま
す
。

2
　
末
梢
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
。

3。

　
ホ
ル
モ
ン
ヘ
の
影
響
が
重
な
り
あ

　
っ
て
、
今
日
塩
を
た
く
さ
ん
と
っ
た

　
か
ら
明
日
血
圧
が
あ
が
る
と
い
っ
た

　
急
性
の
も
の
で
は
な
く
、
長
年
か
か

　
っ
て
血
圧
を
あ
げ
て
行
く
慢
性
の
障

　
害
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
食
塩
と
高
血
圧
の
関
係
は
、
砂
糖
と

む
し
歯
、
た
ば
こ
と
肺
ガ
ン
の
関
係
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。
塩
辛
い
も
の
ば
か

り
食
べ
て
い
て
も
血
圧
の
上
ら
な
い
人

も
い
れ
ば
、
薄
味
が
好
き
で
高
血
圧
の

人
も
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
高
血
圧
に
は
遺
伝
的
背
景
が

あ
る
た
め
で
す
が
、
ど
こ
も
な
ん
と
も

な
く
て
た
だ
血
圧
の
高
い
人
は
、
塩
を

と
り
す
ぎ
な
け
れ
ば
遺
伝
的
素
質
が
あ

っ
て
も
血
圧
が
高
く
な
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
慢
性
中
毒
で
あ
る
以
上
、
最
も
大
切

な
こ
と
は
早
く
か
ら
の
予
防
で
す
。
若

い
時
か
ら
血
圧
の
高
い
人
は
そ
の
後
も

だ
ん
だ
ん
上
り
、
脳
卒
中
で
倒
れ
る
人

が
多
い
の
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

　
む
ず
か
し
い
理
屈
は
抜
き
に
し
て
、

日
々
の
食
事
か
ら
塩
を
へ
ら
せ
ば
、
血

圧
が
下
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま

す
。
人
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
効
果
は
ど
ん
な
薬
よ
り

は
っ
き
り
し
て
い
る
し
、
又
副
作
用
は

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
塩
は
茶
さ
じ
一
ぱ
い
半
で
七
グ
ラ

ム
で
す
が
食
塩
だ
け
が
塩
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
塩
ざ
け
一
切
に
は
四
・
五
グ

ラ
ム
、
ち
く
わ
一
本
三
グ
ラ
ム
、
し
ょ

う
油
大
さ
じ
一
ぱ
い
に
は
三
グ
ラ
ム
と

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
塩
分
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
急
に
へ
ら
す
と
食
欲
を
な

く
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
、
う
す
味
作
戦
で
こ
の

夏
を
過
し
て
下
さ
い
。

L
　
海
草
類
、
か
つ
お
ぶ
し
等
そ
れ
自

　
身
で
う
ま
味
の
あ
る
食
品
を
料
理
に

　
使
う
。

2
　
酸
味
は
塩
味
の
か
わ
り
に
な
り
、

　
血
圧
に
悪
く
な
い
の
で
、
酢
、
レ
モ

　
ン
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
等
を
調
味

　
料
に
利
用
す
る
。

a
　
料
理
全
体
が
う
す
味
に
な
ら
な
い

　
よ
う
重
点
的
に
塩
を
使
い
、
塩
分
抜

　
き
の
料
理
を
組
み
合
わ
せ
る
。

4
　
し
ょ
う
ゆ
を
酢
や
だ
し
汁
で
割
る

　
と
味
も
よ
く
な
り
た
っ
ぷ
り
使
え
る
。

5
　
初
め
か
ら
味
っ
け
せ
ず
に
、
し
ょ

　
う
ゆ
を
つ
け
乍
ら
食
べ
る
と
塩
味
が

　
濃
く
感
じ
ら
れ
る
。

6
　
生
野
菜
や
果
物
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

　
（
塩
）
の
毒
を
消
す
カ
リ
ウ
ム
を
含

　
ん
で
い
る
の
で
、
毎
日
た
べ
る
よ
う

に
．
蒐
　
　
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

　
出
稼
先
職
場
に
お
い
て
各
種
技
能
修

得
者
が
必
要
と
さ
れ
、
又
優
遇
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
出
稼
者
援
護

事
業
の
一
環
と
し
て
上
越
南
職
業
安
定

所
主
催
で
左
記
技
能
講
習
の
実
施
予
定

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
そ
の
希
望
者
数

を
把
握
し
た
い
の
で
七
月
三
十
日
ま
で

に
役
場
職
業
係
ま
で
電
話
等
で
申
込
み

下
さ
い
。

　
実
施
日
、
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
未

定
で
す
の
で
決
定
次
第
申
込
者
に
通
知

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

一
、
玉
掛
技
能
講
習
会

　
応
募
資
格

　
◎
次
の
い
づ
れ
か
の
作
業
に
つ
い
て

　
六
ケ
月
以
上
従
事
し
た
経
験
の
あ

　
る
者
。

仔
巻
上
能
力
ー
ト
ン
以
上
の
ク
レ
ー

　
ン
等
の
玉
掛
の
補
助
作
業

ラに
巻
上
能
力
1
ト
ン
未
満
の
ク
レ
ー

　
ン
等
の
玉
掛
作
業

二
、
ガ
ス
熔
接
技
能
講
習
会

　
応
募
資
格

　
　
経
験
等
の
必
要
な
し

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
職
業
係
に
照
会
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤



お
答
え
し
ま
す

年
金
証
書
が
届
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
○

　
ち
か
ご
ろ
国
民
年
金
係
に
「
老
令
年

金
を
請
求
し
た
け
れ
ど
ま
だ
通
知
が
こ

な
い
」
と
か
「
年
金
の
支
払
通
知
が
届

か
な
い
の
は
…
…
」
と
い
っ
た
お
問
い

合
せ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

年
金
が
支
払
れ
る
ま
で
を
簡
単
に
お
話

し
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
役
場
で

手
続
を
さ
れ
ま
す
と
、
上
越
社
会
保
険

事
務
所
を
経
由
し
て
、
東
京
に
あ
る
社

会
保
険
庁
業
務
課
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
年
金
が
一
日
も
早
く
み
な

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
と
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
老
令
年
金
の

待ってほしい約ニカ月

謂求書の受け付けから支払いまで

①裁定請求書

　の提出

へ⇒

久

市町村役場⑦裁定請求書

』5噛
○
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
○

　
支
給
額
を
決
め
た
り
年
金
を
支
払
っ
た

　
り
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
と
こ
ろ
が
国
民
年
金
だ
け
で
も
毎
月

　
約
五
万
件
と
い
う
膨
大
な
請
求
が
全
国

　
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

　
な
事
情
か
ら
関
係
職
員
の
努
力
に
も
か

　
か
わ
ら
ず
、
年
金
証
書
が
み
な
さ
ん
の

　
お
手
元
に
届
く
ま
で
に
は
少
く
と
も
ニ

　
ケ
月
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状

　
で
す
。
　
（
通
算
老
令
年
金
の
場
合
に
は

　
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
を
調
べ
ま

　
す
の
で
、
さ
ら
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
）

　　　　　　　0000颪晦　　　v
　　　　　　　・ロロo詫1皿，

r：＞o鞭lo●罪調』

ii貯金引き出し細③灘求処
。1　0支払いの通知
ヨロ

し鳳纏罐）　　，多
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（菱謡。喜1社会保険庁業務課
膨聖
受給者

亙亘

麗∬

亘亘

亘亘亘

昼夏亘

∬
亘亙

皿亘

夏亘

垂

『
献
血
』
に
ご
協
力
下
さ
い

　
　
病
人
に
愛
の
血
液
を
〃

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
っ
て

献
血
事
業
が
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
医
療
に
血
液
を
必
要
と
す
る
場
合
が

多
い
こ
と
は
、
ど
な
た
も
よ
く
ご
存
じ

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
又
こ
の
血
液
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
て
、
健
康
を
と
り
戻

さ
れ
た
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
医
療
に
必
要
と
す
る
血
液
が
、

献
血
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

又
、
皆
さ
ん
の
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一

か
月
間
、
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
も
、
次
の
日
程
で
献
血
車

「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
採
血
に
ま
わ
っ
て

き
ま
す
。
健
康
な
方
々
は
積
極
的
に
献

血
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

0
7
月
2
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

0
8
月
26
日
午
前
n
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
老
人
憩
の
家
（
渋
海
荘
）

O
n
月
β
日
午
前
m
時
～
E
時

　
　
　
　
　
克
雪
セ
ン
タ
ー
（
室
野
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

　
　
　
　
　
農
協
山
平
支
所
（
蒲
生
）

　
献
血
回
数
10
回
以
上
の
方
は
献
血
功

労
者
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
が
表
彰

し
ま
す
。
松
代
町
で
も
今
ま
で
に
表
彰

を
受
け
た
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

（4）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

六
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

淳
つ
え
湊

お
め
で
と
盛
衡

小
堺
金
一
　
相
沢
玉
枝
　
蓬
平
小
松
屋

倉
石
義
範
　
漆
野
恭
子
　
蒲
生
松
泉
寺

離磐高
橋
伸
巌
灘
二
男
田
沢
橋
本
屋

柳
貴
行
麗
ぞ
男
孟
地
油
屋

秋
田
裏
ぬ
轄
長
女
難
塚
住
宅

遠
藤
裕
美
馨
讐
女
梁
島
住
宅

藤
田
桂
介
綴
子
舅
松
代
暑
住
宅

　
　
　
　
父
恵
吉

小
堺
　
渉
母
み
さ
子
長
男
　
蒲
生
　
干
場

萬
羽
綾
子
縫
繋
女
松
代
も
え
ん

草
村
大
介
騒
暫
男
室
野
松
量

山

峯
厳
垢
子
長
女
矯
潔
ぎ

若
井
由
和
駅
鞍
二
男
室
野
警
所

関
谷
フ
サ

小
堺
峯
治

齋
藤
謙
傳

佐
藤
ス
イ

米
持
梅
吉

小
堺
義
教

四
九
才

六
〇
才

七
六
才

八
三
才

六
五
才

七
一
才

池
尻
清
左
工
門

蒲
生
　
干
場

田
野
倉
　
天
京

木
和
田
原
富
や

室
野
あ
た
し
や

室
野
あ
ん
ど
う

人ロのうこき
　7月1日現在

著数　2，017（十3）

コ男　　3，927（十1）

女3，967（土0）
計7，894（十1）

数
男
女
計

帯
口

世
人

6
　
6
6
乙

　
6
乙
Q
U

亡
出
計

死
転
減

0
（
」
つ
」

－
⊥
　
0
乙
3

生
入
計

出
転
増



「
課
邊
ズ
種
を
確
認

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
探
鳥
会
は
、
今

年
は
松
代
～
南
部
線
～
池
之
畑
～
小
荒

戸
の
コ
ー
ス
で
六
月
十
二
日
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
十
一
日
の
午
後
六
時
か
ら
、
山
岳
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象
に
、
ス
ラ
イ
ド

で
小
鳥
の
見
分
け
方
の
研
修
を
し
ま
し

た
。
　
　
講
師
は
中
島
公
（
県
野
鳥
の

会
々
員
）
さ
ん
で
二
度
目
の
来
町
。

　
少
年
達
も
『
こ
の
鳥
見
た
こ
と
が
あ

る
』
な
ど
と
に
ぎ
や
か
な
研
修
で
し
た
。

　
探
鳥
会
当
日
は
、
天
気
も
悪
く
出
発

す
る
時
は
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が

そ
の
後
は
雨
も
降
ら
ず
、
小
鳥
も
美
し

い
声
で
鳴
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
の
鳥
『
ノ
ジ
コ
』
も
各
地
で

さ
え
ず
り
三
時
間
で
三
十
八
種
類
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
雨
の
為
か
九
人
と
少
な
く

主
催
者
側
を
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
ま
し
た
が

皆
一
生
懸
命
鳴
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
　
　
種
類
は
ま
だ
多
く
い
ま
す

が
鳥
の
量
は
や
は
り
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
　
　
一
番
の
減
少
は
ツ
バ
メ
で

家
が
新
築
さ
れ
て
来
た
の
で
巣
を
作
る

場
所
も
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
小
荒
戸
の
水
田
に
シ
ュ
レ
．
ー
ゲ
ル
ア

オ
ガ
エ
ル
の
卵
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
水
の
き
れ
い
な
所
に
し
か
い
な
い
も

の
だ
そ
う
で
す
の
で
大
事
に
育
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

探
鳥
会
は
鳥
だ
け
で
な
く
植
物
・
動
物

も
研
究
材
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年

も
開
催
し
ま
す
の
で
一
人
で
も
多
く
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ー
松
代
町
自
然
愛
護
会
1

％
●
・

飲
ま
ず
に
す
む
な
ら
飲
ま
せ
た
く
な
い

鰍
嚢
篠
灘
繊
藩
灘
簸
灘

　
発
育
盛
り
の
子
供
は
体
内
の
代
謝
が

盛
ん
で
、
、
特
に
暑
い
と
き
は
体
温
の
上

昇
を
防
ぐ
た
め
に
汗
が
多
く
出
、
そ
の

た
め
の
ど
も
渇
き
ま
す
。
水
分
の
補
給

を
水
や
食
品
で
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

こ
れ
で
は
子
供
が
納
得
し
な
い
で
し
ょ

う
。
さ
わ
や
か
な
清
涼
飲
料
は
、
子
供

に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
も
の
で
す
。

夏
休
み
に
入
い
り
一
日
家
に
お
り
ま
す

と
、
つ
い
つ
い
食
生
活
も
不
規
則
に
な

り
、
清
涼
飲
料
の
量
も
増
し
て
ゆ
く
よ

う
で
す
。
飲
ま
ず
に
す
む
な
ら
、
飲
ま

せ
た
く
な
い
清
涼
飲
料
を
与
え
る
時
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
　
清
涼
飲
料
の

　
　
　
誘
惑
か
ら
遠
ざ
け
る

　
発
育
期
は
特
に
、
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
、
骨
を
作
り
筋
肉

を
作
る
栄
養
素
が
充
分
に
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
清
涼
飲
料
に
は
、
全
く
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素

は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
清
涼
飲
料
は

水
と
砂
糖
か
ら
で
き
て
い
て
、
こ
の
よ

う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
か
な
ら
な
い

食
品
を
エ
ン
プ
テ
ィ
ー
（
無
駄
な
）
カ

ロ
リ
ー
食
品
と
い
い
ま
す
。
砂
糖
の
と

体
と
食
物
旬

り
す
ぎ
は
健
康
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

清
涼
飲
料
の
誘
惑
か
ら
子
供
を
遠
ざ
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

2
　
飲
む
量
を
必
ず

　
　
　
　
チ
エ
ツ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
清
涼
飲
料
の
罐
入
り
ま
た
は
瓶
入
り

に
は
二
〇
～
二
五
9
前
後
の
砂
糖
が
は

い
っ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
i
量
に
し

て
八
○
～
一
〇
〇
磁
に
な
り
ま
す
。

一
日
に
何
本
も
飲
み
、
食
事
も
充
分
に

食
べ
る
と
な
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と

り
す
ぎ
で
肥
満
に
な
る
で
し
ょ
う
。
も

し
外
で
飲
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
ら
家

で
は
飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

飲
む
量
に
は
充
分
注
意
を
払
い
ま
し
ょ

う
。3

　
時
間
を
決
め
て
飲
み
ま
し
よ
う

　
水
が
わ
り
に
一
日
に
何
本
も
飲
む
の

は
砂
糖
が
い
つ
も
口
の
中
に
残
っ
て
い

て
、
虫
歯
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
ま

た
食
前
、
空
腹
時
に
飲
む
と
食
欲
も
な

く
し
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
は
分
量
だ
け

で
な
く
、
与
え
る
時
間
も
決
め
ま
し
ょ

う
。

毎
犠

！
6
へ
．

ト

4
　
濃
縮
飲
料
の

　
　
飲
み
方
に
注
意
し
ま
し
よ
う

　
酸
乳
飲
料
や
果
汁
飲
料
の
中
に
は
濃

縮
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
濃
縮
の

も
の
四
〇
㏄
（
五
倍
位
に
薄
め
る
）
の

中
に
は
砂
糖
が
約
二
二
9
は
い
っ
て
い

ま
す
。
甘
い
味
に
慣
ら
さ
れ
て
い
る
の

で
つ
い
っ
い
濃
く
作
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
い
つ
も
使
っ
て
い
る
コ
ッ
プ
で

薄
め
方
に
つ
い
て
正
確
に
教
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

5
　
一
目
の
目
安
量
は

　
　
　
　
　
多
く
て
も
一
本
。

　
学
童
期
の
一
日
の
砂
糖
摂
取
量
は
二

〇
g
（
幼
児
一
〇
～
一
五
g
、
中
学
生

三
〇
g
）
で
す
か
ら
、
清
涼
飲
料
一
罐

か
一
び
ん
分
位
に
あ
た
り
ま
す
。
砂
糖

は
菓
子
や
調
味
料
か
ら
も
と
り
ま
す
の

で
、
特
に
肥
満
傾
向
の
子
供
で
は
一
日

一
罐
で
も
多
い
く
ら
い
で
す
。
炭
酸
飲

料
は
習
慣
性
が
強
い
も
の
で
す
。
の
ど

が
渇
い
た
ら
、
冷
た
い
水
と
か
麦
茶
、

レ
モ
ン
や
夏
ミ
カ
ン
を
使
っ
た
酸
味
の

あ
る
手
作
り
の
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
す
る

よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励



気
を
つ
け
よ
う

＊
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
蓼

　
松
代
町
で
は
、
六
月
に
入
っ
て
急
に

交
通
事
故
が
増
発
し
、
そ
の
発
生
状
況

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

％
人
身
（
犬
伏
）

％
物
損
（
松
代
）

％
人
身
（
松
代
）

％
人
身
（
松
代
）

％
人
身
（
寺
田
）

％
物
損
（
池
尻
）

％
物
損
（
松
代
）

％
物
損
（
室
野
）

％
人
身
（
会
沢
）

と
六
月
中
だ
け
で

九
件
と
昨
年
の
五
件
に
比
べ
約
二
倍
の

件
数
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
事
故
は
お
互
い
の
注
意
で
防
げ
る
人

災
で
あ
る
と
云
わ
れ
乍
ら
な
か
な
か
無

く
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
の
が
現
実
で

す
。
こ
れ
か
ら
夏
に
向
い
、
い
よ
い
よ

多
発
の
時
期
で
す
。
絶
対
に
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、
又
事
故
に
会
わ
な
い

よ
う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
又
車
に
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
、
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
　
し
め
て
乗
れ
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
　
　
と
気
の
ゆ
る
み

◎
　
今
日
も
又
　
無
事
故
に
輝
や
く

　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

◎
　
し
ま
い
酒
　
止
め
て
無
事
故
で

　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
ろ
う

安
塚
警
察
署

松
　
代
　
町
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囲碁例鐘訟簾蟻録交通安全教室を開きまし・う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・卜　今年正月、町当局主催の新年囲碁大会以来。卜　例年実施さ・れている、各部落婦人会等主催の交

松代に囲碁愛好者の集いをもって、互いの腕●卜通安全教室（映写会）を末だ未実施の部落は、申
　　　　　　出　　　　　　　　　　　　　・1・
を磨こうという戸がさかんになり・去る6月・トし込んで下さい。

5日同好者相集い、松代囲碁愛好会をつくり・卜
轟灌繍騰騰磁i…お碧野代幹部派出所でいつでも出向く体制で

輯

手を上げて横断歩道を渡る

　　　　　　　　よい子たち
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　　　　　　　　記
1．例会日時　毎月第2日曜日9：30～17：00

2例会場渋海荘（松代町）
a会　　費　会場費として、例会日ごとに￥20（

　　　　を各自持参して、編海荘係員にお支

　　　　払いください。

4．その他愛好会としては、年に2～3回
　　　　昇級、昇段の大会をもつよう計
　　　　画しています。

（6）

マ
イ
ホ
ー
ム
と

　
　
　
　
命
⇔

　
「
自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
と
い
う

夢
は
、
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
実
際
に
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く

り
と
な
る
と
な
か
な
か
大
変
で
す
。
そ

こ
で
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
マ
イ
ホ

ー
ム
を
持
て
る
よ
う
、
税
金
の
面
で
も

い
ろ
い
ろ
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
　
所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除

　
自
分
で
住
む
た
め
に
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、

そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年
か
ら
三
年
間

住
宅
取
得
控
除
（
三
－
三
平
方
メ
ー
ト

ル
当
り
千
円
で
最
高
三
万
円
）
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
工
事
完
了
又
は
購
入
し
た
日
か
ら
六

　
か
月
以
内
に
入
居
し
、
引
続
い
て
居

　
住
す
る
こ
と
。

②
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　
以
下
で
あ
る
こ
と
。

☆
　
登
録
免
許
税
の
軽
減

　
新
築
住
宅
の
登
記
で
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
も
の
は
、
税
率
が
保
存
登
記

で
は
○
・
六
％
か
ら
○
・
二
彩
（
昭
和

五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
新
築

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
○
・
一
彩
）

へ
、
ま
た
移
転
登
記
で
は
五
・
○
％
か

ち
○
・
二
％
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
家
屋
に
つ

い
て
は
○
・
一
％
）
へ
と
大
変
軽
く
な

り
ま
す
。

①
家
屋
の
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ

　
ー
ト
ル
以
下
（
昭
和
五
十
二
年
四
月

　
一
日
以
後
に
新
築
さ
れ
た
木
造
家
屋

　
に
つ
い
て
は
、
百
六
十
五
平
方
メ
ー

　
ト
ル
以
下
で
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
上
）
で
あ
る
こ
と
。

②
新
築
し
た
人
の
住
宅
用
家
屋
の
保
存

　
登
記
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
新
築
し

　
た
人
か
ら
購
入
し
た
人
の
住
宅
用
家

　
屋
の
移
転
登
記
で
あ
る
こ
と
。

③
新
築
後
一
年
以
内
の
登
記
で
あ
る
こ

　
と
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
・
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



　
　
　
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
〃

　
　
　
　
　
　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大
会
終
了

　
第
1
3
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大

会
は
、
6
月
2
6
日
松
代
高
校
。
松
代
中

学
校
冷
松
代
小
学
校
・
奴
奈
川
中
学
校

・
室
野
小
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
は
各
種
目
と
も
熱
戦
が
展
開
さ

れ
、
応
援
団
の
大
声
援
と
と
も
に
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
大
会
日
一
日
だ
け
で
な

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

、
．
口
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
①
愛
好
会
チ
ー
ム
　
②
松
代
青
年
A
チ
ー

　
　
ム
　
③
千
年
青
年
チ
ー
ム

　
ロ
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
①
松
代
白
組
　
②
室
野
チ
ー
ム

　
　
③
松
代
赤
組
　
④
千
年
チ
ー
ム

．
囹
卓
球
一
般
（
参
加
8
チ
ー
ム
）

　
　
①
松
高
卓
球
部
　
②
役
場
チ
ー
ム

　
　
③
松
高
卓
球
部
O
B

◎
軍
球
中
学
校
男
子

　
　
①
孟
地
中
チ
ー
ム
　
②
奴
奈
川
中
チ
ー
ム
、

　
　
③
松
代
中
チ
ー
ム

幽
卓
球
中
学
校
女
子

　
　
①
奴
奈
川
中
チ
ー
ム
　
②
松
代
中
チ
ー
ム

ロ
個
人
戦

　
‘
①
小
堺
文
江
（
松
代
中
）

　
②
　
米
持
　
俊
子
（
奴
奈
川
中
）

　
③
佐
藤
る
り
子
（
〃
）

幽
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
一
般

　
①
関
谷
昭
栄
（
郵
便
局
）

　
②
　
三
井
　
英
夫
（
鉄
道
公
団
）

　
③
小
幡
芳
文
（
〃
「
）

幽
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
親
子
ダ
ブ
ル
ス

　
①
山
本
安
広
・
関
谷
直
美
組

　
②
　
柳
卯
一
郎
・
恵
子
組

幽
中
学
校
男
子

　
①
，
、
相
沢
　
忠
（
松
代
中
）

　
②
　
小
島
　
達
夫
「
（
　
〃
　
）

　
③
　
関
谷
　
常
夫
（
　
〃
　
）

◎
市
学
校
女
子

　
ー
①
福
島
和
美
（
松
代
中
）

　
②
　
若
月
恵
美
子
（
　
〃
　
）

　
③
鈴
木
智
子
（
〃
）

9
小
学
校
男
子

　
①
佐
藤
正
博
（
室
野
小
）

　
②
　
植
木
　
　
勲
（
松
代
小
）

　
③
市
川
　
清
（
〃
）
、

窃
小
学
校
女
子

　
①
関
谷
直
美
（
松
代
小
）

　
②
　
植
木
　
英
恵
（
　
〃
　
）

　
③
　
高
橋
美
由
希
（
　
〃
　
）

（7）



　　　蘭糠鍵曲
矯雛

　
毎
年
多
数
の
皆
様
か
ら
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
町

民
プ
ー
ル
を
、
次
の
と
お
り

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
き
ま
り
を
守
り
み
ん
な
で

楽
し
く
泳
い
で
下
さ
い
。

O
時
間

　
第
一
号
（
松
代
）

　
第
一
、
一
号
（
室
野
）

　
一
回
目
　
9
時
～
n
時

　
二
回
目
　
⑫
時
～
14
時

　
三
回
目
　
1
4
時
3
0
、
分
～
1
6

　
　
　
　
　
時
3
0
分

　
第
三
号
（
蒲
生
）

　
一
回
目
　
1
0
時
～
1
2
時

　
二
回
目
　
1
2
時
3
0
分
～
1
4

　
　
　
　
　
時
3
0
分

　
三
回
目
　
1
5
時
3
0
分
～
1
7

　
　
　
　
　
時
3
0
分

O
使
用
上
の
注
意

　
①
水
泳
前
に
必
ず
準
備
運
動
を
行
な
う
。

　
②
体
の
具
合
の
悪
い
人
は
水
に
入
ら

　
　
な
い
。

　
③
管
理
人
の
注
意
は
絶
対
守
る
。

　
④
水
泳
帽
を
着
用
す
る
。

　
⑤
小
さ
な
子
供
に
は
必
ず
大
人
が
つ

　
　
い
て
く
る
。

　
⑥
プ
ー
ル
の
廻
り
で
遊
ば
な
い
。

　
⑦
プ
ー
ル
の
中
に
物
を
投
げ
入
れ
な
い
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
大
勢
の
人
が
利
用
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第
一
号
（
松
代
）
プ
ー
ル
は

　
夜
も
開
設

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
∩
》

7
月
2
日
～
8
月
ー
日

　
第
1
号
（
松
代
）
の
プ
ー
ル
は
次
の

期
間
、
夜
も
開
設
い
た
し
ま
す
。
み
ん

な
で
き
ま
り
を
守
り
楽
し
く
泳
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
期
間
と
時
間

　
7
月
2
1
日
～
8
月
1
0
日

　
午
後
7
時
～
9
時

◎
き
ま
り

　
使
用
上
の
注
意
①
～
⑦
を
厳
守
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　
酒
類
を
の
ん
だ
人
は
入
場
し
な
い

　
こ
と
。
ま
た
酒
類
や
危
険
物
は
持
ち

込
ま
な
い
で
下
さ
い
．
　
．
。
彦

　
時
間
を
守
っ
て
下
さ
　
勤
鰯
　
　
し

　
、
　
O

　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
暑
中
見
舞
は
が
き
発
売
中
／

　
郵
便
局
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
絵
入

り
の
暑
中
見
舞
は
が
き
（
二
種
類
）
を

発
売
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
る
友
人
、

知
人
、
親
せ
き
等
へ
暑
中
見
舞
を
出
さ

れ
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
1
お
早
目
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い

⑤
⑧
松
嚢
乾
へ

　
七
月
二
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
郡

青
年
卓
球
大
会
の
決
勝
戦
が
牧
村
青
年

チ
ー
ム
と
松
代
青
年
チ
ー
ム
と
の
間
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
、

　
試
合
は
、
男
・
，
女
各
シ
ン
グ
ル
ス
2

試
合
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
一
試
合
で
争
そ

わ
れ
、
松
代
青
年
チ
ー
ム
は
4
対
1
で

圧
勝
。
こ
の
結
果
、
8
月
2
1
日
岩
船
郡

関
川
村
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

ノく

レ
ー
ボ
ー
ル
は

10

年
ぶ
り
の
上
越
大
会
へ

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
郡
予
選
会
は
去
る

七
月
三
日
大
島
中
学
校
体
育
館
を
会
場

に
、
郡
内
6
町
村
の
代
表
選
手
が
熱
戦

を
展
開
。
決
勝
は
松
代
青
年
チ
ー
ム
と

牧
村
青
年
チ
ー
ム
と
の
間
で
行
な
わ
れ

2
対
1
の
大
接
戦
の
末
、
優
勝
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
1
0
年
ぶ
り
に
上
越
大

会
（
7
月
1
7
日
　
於
安
塚
高
校
）
へ
の

出
場
権
を
得
、
県
大
会
、
全
国
大
会
へ

の
夢
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

（81

残
念
一
級
合
格
者
ば
な
し
，

工
会
珠
算
検
定

　
六
月
五
日
に
松
代
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
第
46
回
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
の

成
績
が
町
商
工
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。　

発
表
に
よ
り
ま
す
と

　
受
験
者
数
　
二
二
〇
名

　
合
格
者
数
　
　
八
四
名

　
合
格
率
三
八
・
一
八
％

　
満
点
合
格
者
　
三
名

で
あ
り
二
級
に
若
月
恵
美
子
さ
ん
が
合

格
し
、
三
級
に
6
名
の
．
合
格
者
が
あ
り

ま
し
た
。
以
下
検
定
試
験
の
成
績
で
す
。

八七六五四三二
級級級級級級級

若
月
恵
美
子

合
格
者

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

芸支

嵐嚇
軋

ヤ
い

（
松
代
高
）

　
六
名
・

一
六
名

一
七
名

一
二
名

二
〇
名

一
二
名

滴
‘

し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
他
石
先
生
選

五
月
十
日

綴

　
　
　
　
　
　
　
於
・
克
雪
セ
ン
タ
ー

北
向
き
の
棚
田
は
田
毎
雪
残
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

葉
桜
や
ピ
ア
ノ
聞
こ
ゆ
る
う
ら
通
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

ね
ん
ご
ろ
に
茄
子
苗
五
本
植
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

今
も
あ
る
大
藁
屋
根
を
葺
き
替
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

満
開
の
石
楠
花
飾
る
新
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ぽ
う
た
ん
の
芽
吹
き
鮮
か
雨
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
・
明

青
蔦
の
陰
に
清
水
の
落
つ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

紅
ほ
の
と
若
葉
の
中
の
雪
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ス
ジ
播
く
や
き
ら
き
ら
の
陽
に
背
を
向

け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

せ
せ
ら
ぎ
も
春
色
に
染
め
朝
日
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水




